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′′クール (羊毛)q)手入れと管理"

秋,冬はウールが美しい季節です｡特に秋から

初冬にかけてのウールの着用は他の繊維製品には

みられない適度なしなやかさと適度なはりを持っ

ています｡ウールの持つ毛羽立ち,着心地の良さ

も他の新しい繊維が未だに及ぶところではありま

せん｡今回はウール製品の持味を保持するにはど

ういう点に注意を向ければ良いか,という両から

このテーマを取り上げました｡
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40oCの掛こ｣二の兼晶を加えて,処理布を入れ

て加熱し,60oCまで温度を上げて 1-2時間

処理する｡その後すすく･
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_Llの典品を加えて 70-80ocて10-30分処理ナ

るoそれからよくすすぎをする｡

ウール の 仕 上 剤 - 一一 ゼラチン (若い動物の草からとる)
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アイ ロ ン か け は ?

スチ ーム

アイ ロン
チュッ パチ ッと

い う音が して水滴

は飛散する｡ 厚 振 製

方 ガーゼ ( ･枚)の 卜か らアイロンの蒸気だけを吹きかけなが らクラッパーて押 してい く｡

ウ-/LのtIj/Jが紬拭 した ･'),/il.地がつるつるになるのを防ぎ毛羽立ちが自然にふっくらと仕｣
法 が ります｡
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毎年 1回発′LL,常に偏TIZな袋状巣に生

息 し,羽毛 ,獣毛 ,毛織物 ,毛糸を喰嘗

するJ

毎年二恒卜発′1=_,随道状の巣却闘こ生息 し,

しだいに巣を伸ば して毛織物などを喰遁

するC,
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徹 (か び)の 侵 害

A かびに よる ウ - ル繊 維の侵害

ウール

B ウールにつくかびの種類

AspeTgillusustus
C+､W + oTW -

綿毛1人で､白色-.,褐I出色-,裾灰t引こなるコL>ジカビ
で､外[題で織物の試験 歯としてJL'く侵し刑されている

AspeTgillusoryzae
C十､W 十

手石油コウジ ･弓持†川コウジ ･一日池コウジになるEj水コ
ウジカビでjl=61斉よ色､枚は色となるC級純系蛋 白1雷分
伽ワJあるO
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Aspergillussulfureus
C+､W+

猷3巧･鰹firJなどによく〈卜.える-iVl色あ/JいはA-手U色の
コウジカビ〕底F,L,.Tt35oC付近にあ り､ 木肌 ･羊毛繊維
の叔仰]空TL,クニトさせる｡
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新 しいうちは美 しい外観を主.土していたウール製

品も洗濯やアイロンかけの際に注意を怠ると間も

なく脆化を/i じて来ます｡又 ,アルカリ,害虫,
かびによる損害もウール地にとって大敵です｡ウ

ールの品質 ,触感を維持する上に最適な手入れの

条件 ,管坪の方法について,図説を主体に述べて

来ましたが ,これから迎える秋 ,冬の衣生活の一

助ともなれば辛いです｡

(仲井真治子)


